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第２４期 第１７回総会 

別 海 町 農 業 委 員 会 議 事 録 

（令和３年１０月２９日） 

 

 

〇開催日時  令和３年１０月２９日（金） 

午前１０時００分から午前１１時３０分 

 

〇開催場所  別海町役場 ４階 議場 

 

〇議事日程  

日程第 １ 報告第１号 農地等あっせん結果の報告について(農業経営基盤強

化促進法) 

日程第 ２ 報告第２号 農地等あっせん結果の報告について(別海町農地移動

適正化あっせん基準) 

日程第 ３ 報告第３号 農地法第５条の許可書の交付について 

日程第 ４ 報告第４号 農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について 

日程第 ５ 報告第５号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完

了届について 

日程第 ６ 報告第６号 農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

の定期報告について 

日程第 ７ 報告第７号 農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格

法人以外の者の定期報告について 

日程第 ８ 議案第１号 農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について 

日程第 ９ 議案第２号 農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る

要請について 

日程第１０ 議案第３号 農地法第３条第１項の規定による許可申請について 

日程第１１ 議案第４号 農地法第４条第１項の規定による許可申請について 

日程第１２ 議案第５号 農地法第５条第１項の規定による許可申請について 

日程第１３ 議案第６号 別海町農用地利用集積計画の決定について 

日程第１４ 議案第７号 現況証明願いについて 
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〇出席委員（２７名） 

会     長 ２７番 小 野 榮 一                

会長職務代理者 ２６番 信 夫 重 勝                

 

１番 及 川 哲 夫   ２番 山 崎   茂   

３番 齊 藤 主 夫   ４番 市 川 義 晴   

５番 石 毛   剛   ６番 藤 田 浩 義   

７番 中 洞   薫   ８番 加 藤 真 純   

９番 畠 山 友 子  １０番 大 内 敏 光   

１１番 芳 賀   均  １２番 中 村 繁 男   

１３番 小 島   敏  １４番 羽 石 健 一   

１５番 加 藤 和 広  １６番 内 藤 宏 幸   

１７番 阿 部   浩  １８番 藤 井   実   

１９番 木 幡   誠  ２０番 浦 山 宏 一   

２１番 山 田 良 雄  ２２番 押 田 賢 二   

２３番 林   武 雄  ２４番 伊 藤 一 吉   

２５番 竹 花 新 吉   

 

 

〇欠席委員（なし）    

                           

 

〇農業委員会事務局出席職員 

  事  務  局 事務局長 内 山   宏 

  総 務 担 当  主幹   木 直 人 

 農地調整担当  主査  山 下 真 弘 

  農地調整担当  主任  志 渡 正 勝 

  農地調整担当  主任  川 原 浩 貴 

農地調整担当  主事  佐 藤 大 樹 

   

 

〇傍聴人（０名） 

 

 

〇議事録署名委員       

５番 石 毛   剛   ７番 中 洞   薫  
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次の記録は、農業委員会等に関する法律第２７条の規定により会議の記録を

記載したものである。 

 

 

令和  年  月  日 

 

署名者 

 

議   長  小 野  榮 一  ㊞ 

 

議席 ５番  石 毛    剛  ㊞ 

 

議席 ７番  中 洞    薫  ㊞ 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会宣言 

〇事務局（内山事務局長） 

定刻になりましたので小野会長より御挨拶をいただき、総会を始めさせて

いただきます。 

〇小野会長 

皆さんおはようございます。 

（会務報告がある） 

本日は報告７件、議案７件ですので、御審議のほどよろしくお願いいたし

ます。 

〇議長（小野会長） 

それでは、ただいまから第１７回農業委員会総会を開催いたします。 

ただいま出席している委員は２７名でございます。 

定足数に達していますので、直ちに本日の会議を開催させていただきます。 

本日の議事日程はお手元に配付のとおりでございます。 

始めに議事録署名委員を会議規則第１９条の規定により議長において指名

いたします。５番石毛委員、７番中洞委員。以上２名を指名しますので、よ

ろしくお願いいたします。それでは、議事に入ります。 

 

◎日程第１ 報告第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第１ 報告第１号「農地等あっせん結果の報告について（農業経営基

盤強化促進法）」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

報告第１号、農地等あっせん結果の報告について（農業経営基盤強化促進

法）。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づく利

用権の設定等についてあっせんの申出があり、あっせんを行ったので報告す

る。 

本件は全部で１１件ございます。１号から２号までにつきましては、農地

所有者から所有権の移転に関わるあっせん申出があり、周辺地域における農

用地の保有状況、利用状況、更には将来性等を踏まえ北海道農業公社の買入

れが必要との判断から調整を行いましたが双方の同意が得られず不成立とな

ったものであります。今後の取扱いについては後の議案第２号で提案し御審

議していただく予定です。３号から５号につきましては、本年９月総会で報

告させていただきましたが、農用地の価格について意向が一致せず不調に終

わったため、関係法令の規定に基づき町長に対し買入れ協議の要請に取り組

んだところ、この度協議が整う運びとなったものです。６号から１１号につ
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きましては、農地売買等事業により北海道農業公社が買い入れた土地につい

て、一時貸付を行う内容であります。旧所有者につきましては、６号及び７

号の２件が高橋利忠さん、８号が乾知広さん、９号から１１号までの３件が

佐藤繁子さんとなっております。こちらも後の議案第６号で提案し御審議い

ただく予定です。それでは朗読させていただきます。 

第１号、あっせん候補者、札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益

財団法人北海道農業公社 理事長 小田原輝和。あっせん対象地、本別６―

１外８筆、計３５万９，７７２㎡。農地の所有者、別海町本別１８番地の１

０、原田榮作。あっせん委員、加藤和広委員外５名。あっせん結果、不成立。 

次号から５号までのあっせん候補者については同文ですので朗読を省略い

たします。 

第２号、あっせん対象地、本別５５－１外９筆、計２４万１，７８７㎡。

農地の所有者、別海町本別５７番地の３、赤池雅三。あっせん委員、同上。

あっせん結果、不成立。 

第３号、あっせん対象地、西春別４０７－７外５筆、計４４万８２７㎡。

農地の所有者、別海町西春別４０７番地の３８、山本悦子。あっせん委員、

大内委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買で２，０９６万

６，０００円。次号から５号までのあっせん委員については同文ですので朗

読を省略いたします。 

第４号、あっせん対象地、泉川３－２９外３筆、計３２万７，２５３㎡。

農地の所有者、別海町泉川３番地の１５、鹿股政一。あっせん結果、成立。

あっせん価格、売買で１，８０５万８，０００円。 

第５号、あっせん対象地、泉川３－３、計２０万７，１６２㎡。農地の所

有者、別海町泉川３番地の１５、鹿股博樹。あっせん結果、成立。あっせん

価格、売買で１，２３６万７，０００円。 

第６号、あっせん候補者、別海町別海３５７番地の４、阪本国治。あっせ

ん対象地、別海３６６－２外８筆、計１２万８，３３０㎡。農地の所有者、

札幌市中央区北５条西６丁目１番地２３、公益財団法人北海道農業公社 理

事長 小田原輝和。あっせん委員、山田委員外８名。あっせん結果、成立。

あっせん価格、賃貸借で年間１２万９，８８０円。次号から１１号までの農

地の所有者については同文ですので朗読を省略いたします。 

 第７号、あっせん候補者、別海町別海３２２番地の３、阪本昭雄。あっせん

対象地、別海３７４－３外２筆、計３万９，５８４㎡。あっせん委員、同上。

あっせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借で年間４万７，１４０円。 

 第８号、あっせん候補者、別海町美原３２番地の３、岩浅昌宏。あっせん対

象地、美原２７－３１外５筆、計１８万２，８２４㎡。あっせん委員、加藤真

純委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借で年間１７万６，

０４０円。 

 第９号、あっせん候補者、別海町上春別２９７番地の４０、株式会社ＨＩＲ

ＡＩ ＦＡＲＭ 代表取締役 平井冬海。あっせん対象地、上春別２３０－４
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外１筆、計４万５，５０５㎡。あっせん委員、加藤和広委員外５名。あっせん

結果、成立。あっせん価格、賃貸借で年間４万５，３６０円。次号及び１１号

のあっせん委員については同文ですので朗読を省略いたします。 

 第１０号、あっせん候補者、別海町上春別２６３番地の５、有限会社五ノ井

ファーム 代表取締役 五ノ井勝徳。あっせん対象地、上春別２６４－１外１

筆、計４万９，３４３㎡。あっせん結果、成立。あっせん価格、賃貸借で年間

５万７，５８０円。 

 第１１号、あっせん候補者、別海町上春別２２８番地の６、細谷彰。あっせ

ん対象地、上春別２２９－８外１０筆、計１２万３，７６７㎡。あっせん結果、

成立。あっせん価格、賃貸借で年間１４万４，７６０円。 

 以上で報告第１号の内容説明を終わります。 

〇議長(小野会長) 

  報告第１号の事務局説明が終わりましたので調整に当たられた委員の説明

を求めます。１号と２号につきましては不成立案件ですので事務局説明のみ

とさせていただきます。３号につきましては１９番木幡委員、４号と５号に

つきましては２５番竹花委員。６号と７号につきましては２２番押田委員。

８号につきましては９番畠山委員。９号から１１号につきましては１４番羽

石委員。それでは３号につきまして１９番木幡委員お願いいたします。 

〇１９番 木幡委員 

  はい、説明いたします。山本さんは何十年も前に離農しており、これまで

賃貸していた畑を北海道農業公社に売ることになりました。これまで賃貸し

ていた３件の農家に公社から貸し付けることで調整もついていますので、よ

ろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、４号と５号を２５番竹花委員お願いいたします。 

〇２５番 竹花委員 

  はい、説明いたします。鹿股博樹さんが今年いっぱいで営農を中止される

ことに伴い、自分名義の農地と、父親である政一さんの名義の土地を全地売

却したいという申し出がありました。近隣農家と調整した結果、農地売買等

事業により北海道農業公社が買い上げする運びとなりました。以上です。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、６号と７号を２２番押田委員お願いいたします。 

〇２２番 押田委員 

  はい、元々高橋利忠さんの農地で北海道農業公社が買い上げたところを、

阪本国治さんと阪本昭雄さんに５年賃貸するものです。よろしくお願いしま

す。 

〇議長（小野会長） 

  続きまして、８号について９番畠山委員お願いいたします。 

〇９番 畠山委員 

  はい、説明いたします。北海道農業公社が乾さんから買い上げた農地を、
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岩浅さんに一時貸付するものです。以上です。 

〇議長（小野会長） 

  続きまして、９号から１１号について１４番羽石委員お願いいたします。 

〇１４番 羽石委員 

  はい、説明いたします。９号から１１号ですが、北海道農業公社が佐藤繁

子さんから買い上げた畑を、平井さん、五ノ井さん、細谷さんに賃貸するも

のです。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

報告第１号について委員説明が終わりました。それでは報告第１号につき

まして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第１号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第１号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

    

◎日程第２ 報告第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第２ 報告第２号「農地等あっせん結果の報告について（別海町農地

移動適正化あっせん基準）」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（川原主任） 

報告第２号、農地等あっせん結果の報告について（別海町農地移動適正化

あっせん基準）。次の者から農地等のあっせん申出書の提出があり、別海町

農地移動適正化あっせん基準に基づきあっせんを行ったので、同基準第８第

２項第３号の規定により報告する。本件は全部で３件ございます。全件、農

地所有者の申出により、新たに所有権の移転のあっせんを行ったものであり

ます。今後の取扱いについては後の議案第６号で提案し御審議いただく予定

であります。それでは朗読させていただきます。 

第１号、あっせん候補者、別海町泉川７８番地の１８、株式会社クオリテ

ィ・オブ・ライフ 代表取締役 伊東直樹。あっせん対象地、泉川３－２、

計２，９７８．５７㎡。農地の所有者、別海町泉川３番地の１５、鹿股博樹。

あっせん委員、大内委員外５名。あっせん結果、成立。あっせん価格、売買

で１３万円。次号及び３号のあっせん委員については同文ですので朗読を省
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略いたします。 

第２号、あっせん候補者、別海町泉川１４番地の２、江崎真澄。あっせん

対象地、泉川１５－９、計５２５㎡。農地の所有者、別海町泉川３番地の１

５、鹿股政一。あっせん結果、成立。あっせん価格、贈与につき０円。 

第３号、あっせん候補者、別海町西春別４０６番地の１０３、大仲孝昌。

あっせん対象地、西春別４０７－８、計２，７６２㎡。農地の所有者、別海

町西春別４０７番地の３８、山本悦子。あっせん結果、成立。あっせん価格、

贈与につき０円。 

以上で報告第２号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第２号の事務局説明が終わりました。ここであっせんに当たられた委

員の説明を求めます。１号と２号につきましては２５番竹花委員、３号につ

きましては１９番木幡委員。それでは１号と２号を２５番竹花委員お願いい

たします。 

〇２５番 竹花委員 

はい、説明いたします。１号と２号ともに、先ほどの鹿股さんのあっせん

で、農地売買等事業に乗ることができなかった部分の所有権移転になります。

よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、３号を１９番木幡委員お願いいたします。 

〇１９番 木幡委員 

  はい、説明いたします。同じく議案１号にありました山本悦子さんの畑で、

北海道農業公社が買い取れなかった施設周りの部分を大仲さんに贈与するも

のです。よろしくお願いします。 

〇議長(小野会長) 

  それでは報告第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問

ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第２号を承認することに御異議ございせん

か。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第２号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

◎日程第３ 報告第３号 

〇議長（小野会長） 
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日程第３ 報告第３号「農地法第５条の許可書の交付について」を議題に

供します。 

事務局より、報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第３号、農地法第５条の許可書の交付について。農地法第５条第１項

の規定による許可申請について、農業委員会総会議決後北海道農業会議に意

見聴取した結果、許可相当とする回答があり許可書を交付したので、別海町

農業委員会会長専決規程第３条の規定により報告する。 

本件につきましては令和３年８月３１日開催の第１５回総会で御審議いた

だいた案件で申請時における計画どおりですので、詳細については朗読を省

略させていただきます。第１号及び第２号の有限会社弓場建設の砂、土、火

山灰採取の許可日については、北海道農業会議の意見聴取日であります令和

３年９月２２日としております。以上で報告第３号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第３号の事務局説明が終わりました。この案件につきましては知事許

可案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。それでは報告第３号

につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第３号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第３号を原案のとおり承認することに 

決定します。 

 

◎日程第４ 報告第４号 

〇議長（小野会長） 

日程第４ 報告第４号「農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。 

事務局より、報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第４号、農地法第４条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第４条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。 

本件については、令和３年１０月１９日に現地調査を行ったものでありま

す。報告内容については砂計画高５,５６９㎥に対して出来高０㎥であり、そ

のほかは申請時の計画どおりですので朗読を省略させていただきます。以上
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で報告第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、報告第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。２４番伊藤委員お願いいたします。 

〇２４番 伊藤委員 

１０月１９日に加藤和広委員と藤田委員と事務局とで見てきました。申請

したものの作業に取り掛かることが出来なかったようで、申請前の状態のま

まであることを確認しました。以上です。 

〇議長（小野会長） 

  報告第４号の委員説明が終わりました。ここで、報告第４号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第４号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第４号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

◎日程第５ 報告第５号 

〇議長（小野会長） 

日程第５ 報告第５号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業

完了届について」を議題に供します。事務局より報告の朗読と内容の説明を

お願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第５号、農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届につ

いて。次の者から先に農地法第５条の規定により許可を受けた事業が完了し

た旨の届出があったので報告する。 

本件につきましては、令和３年１０月１９日に現地調査を行いました。報

告内容については、砂の計画高２万１，７９９㎥に対して出来高５，７０６

㎥、火山灰の計画高９，８８２㎥に対して出来高０㎥、土の計画高８，６４

９㎥に対して出来高０㎥であります。そのほかの事項につきましては、申請

時の計画どおりですので、朗読を省略させていただきます。以上で報告第５

号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、報告第５号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めます。１５番加藤和広委員お願いいたします。 
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〇１５番 加藤和広委員 

１０月１９日に藤田委員と伊藤委員と事務局で現地を見てきました。採取

後の整地はされており、播種については来春、土地の所有者が自ら行うとの

ことでしたので問題ないと見てきました。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

  報告第５号の委員説明が終わりました。ここで、報告第５号につきまして

質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

なしということですので、報告第５号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第５号を原案のとおり承認することに

決定します。 

 

◎日程第６ 報告第６号 

〇議長（小野会長） 

日程第６ 報告第６号「農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法

人の定期報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第６号、農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人の定期報

告について。次の者から農地法第６条第１項の規定による農地所有適格法人

報告書の提出があったので報告する。今月は７件の報告がありました。いず

れも農地法第２条に基づく事業要件、議決権要件、役員要件の全てを満たし

ておりました。法人名、決算期等につきましては記載のとおりですので朗読

を省略させていただきます。以上で報告第６号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第６号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても法人の

定期報告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。ここで報告第６

号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、報告第６号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 
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（「異議なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第６号を原案のとおり承認することに

決定します。  

 

◎日程第７ 報告第７号 

〇議長（小野会長） 

日程第７ 報告第７号「農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適

格法人以外の者の定期報告について」を議題に供します。 

事務局より報告の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（志渡主任） 

報告第７号、農地法第６条の２第１項の規定による農地所有適格法人以外

の者の定期報告について。次の者から農地法第６条の２第１項の規定による

農地等の利用状況報告書の提出があったので報告する。今月は１件の報告が

ありました。農地等利用状況について適正に利用している旨の報告を受けて

おります。また、その他の要件につきましても満たしていると判断しており

ます。決算期、受理日につきましても記載のとおりですので朗読を省略させ

ていただきます。以上で報告第７号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

報告第７号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても定期報

告ですので、事務局説明のみとさせていただきます。それでは報告第７号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、報告第７号を承認することに御異議ございませ

んか。 

〇委員 

（「異議なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

異議なしということですので、報告第７号を原案のとおり承認することに

決定します。  

 

◎日程第８ 議案第１号 

〇議長（小野会長） 

日程第８ 議案第１号「農地法第１８条の規定による賃貸借の解約につい

て」を議題に供します。事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたし

ます。 

〇事務局（川原主任） 

議案第１号、農地法第１８条の規定による賃貸借の解約について。次の者
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から農地法第１８条第６項の規定により提出された賃貸借の合意解約の通知

について、同条第１項の規定による可否の決定を求める。 

本件は２件ございます。貸主、借主双方の合意により解約された通知であ

り、土地の引渡しの時期６か月以内に合意解約が成立しております。それで

は朗読させていただきます。 

第１号、貸人、川上郡標茶町字標茶６８３番地６、平山正志。借人、川上

郡標茶町字標茶６８２番地９、須貝勇。解約する土地、泉川４－４外３筆、

計１１万２，４９９㎡。利用権の種類、賃借権。契約期間、令和元年６月２

４日から令和１０年６月２３日。合意解約成立の日、令和３年９月７日。土

地の引渡しの時期、令和３年９月７日。解約の理由、合意解約。 

第２号、貸人、別海町本別１８番地の１０、原田榮作。借人、別海町本別

６３番地の１、中村勝彦。解約する土地、本別５－１２外２３筆、計５８万

８７５㎡。利用権の種類、賃借権。契約期間、平成３０年１１月１日から令

和５年１０月３１日。合意解約成立の日、令和３年１０月１１日。土地の引

渡しの時期、令和３年１０月１２日。解約の理由、合意解約。以上で議案第

１号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

議案第１号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても合意解

約の案件ですので、事務局説明のみとさせていただきます。それでは、議案

第１号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第１号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第９ 議案第２号 

〇議長（小野会長） 

日程第９ 議案第２号「農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係

る要請について」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第２号、農地中間管理機構による農用地の買入れ協議に係る要請につ

いて。次の者から農業経営基盤強化促進法第１５条第１項の規定に基づきあ

っせんを受けたい旨の申出があった農用地の所有権移転について、農地中間
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管理機構による買入れが特に必要であると認められることから、同法第１６

条第１項の規定により当会は別海町長に対し同条第２項の規定による通知を

するよう要請する。 

本件は２件ございます。先の報告第１号で不成立となった案件の農地所有

者からあっせんの申出があったものであります。それでは御説明させていた

だきます。１号と２号は同様の内容となっておりますので一括で御説明いた

します。１あっせんの申出者及び農用地の所在等、あっせんの申出者とあっ

せんの対象地につきましては報告第１号において朗読しておりますので省略

いたします。申出のあった日、令和３年１０月１５日。２農地中間管理機構

を含めた調整の経過、あっせん会議を開催し利用調整を図ったところ、農用

地の価格について農地所有者と農地中間管理機構の意向が一致せず調整は不

調に終わったという内容でございます。３当該農用地の利用集積に係る意見、

当該農用地は優良農地等であり、効率的かつ安定的な農業経営を営む者に対

する農用地の利用集積を図るため農地中間管理機構による買入れが特に必要

と認められるといった内容で要請いたします。以上で議案第２号の内容説明

を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第２号の事務局説明が終わりました。この案件につきましても

買入れ協議の案件ですので事務局説明のみとさせていただきます。 

それでは、議案第２号につきまして質疑を受けたいと思います。何か御質

問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第２号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第１０ 議案第３号 

〇議長（小野会長） 

日程第１０ 議案第３号「農地法第３条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第３号、農地法第３条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第３条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可
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の決定を求める。農地法第３条の許可申請につきましては、別添資料の調査

表のとおり農地法第３条第２項の各号に該当していないことを確認していま

すので併せて御参照願います。 

第１号、申請人の住所氏名、貸人、標茶町字標茶６８３番地６、平山正志。

借人、標茶町字標茶６８２番地９、須貝勇一。許可を受けようとする土地の

表示、泉川４－４外３筆、合計１１万２，４９９㎡。許可を受けようとする

理由、貸人は、農地を有効活用するため貸し付けるものである。借人は、経

営規模拡大のため借り受けるものである。貸借期間は、許可日から令和１０

年６月２３日まで。 

第２号、申請人の住所氏名、貸人、別海町本別９２番地の１、蛭田久仁夫。

借人、別海町本別９２番地の１４、蛭田健太郎。許可を受けようとする土地

の表示、本別７３－９外４３筆、合計９４万３，７７９㎡。許可を受けよう

とする理由、貸人は、経営の主体である長男に全地使用貸借するため申請す

るものである。借人は、父より全地使用貸借を受けるため申請するものであ

る。貸借期間は、令和３年１１月２８日から５０年間。 

第３号、申請人の住所氏名、貸人、別海町別海６１番地の４１、玉置健三。

借人、別海町別海６１番地の４１、玉置卓也。許可を受けようとする土地の

表示、別海１５３－４外５筆、合計６万９，９９５．３８㎡。許可を受けよ

うとする理由、貸人は、経営の主体である二男に全地使用貸借するため申請

するものである。借人は、父より全地使用貸借を受けるため申請するもので

ある。貸借期間は、許可日から４０年間。 

第４号、申請人の住所氏名、貸人、別海町別海４０６番地の１３９、河﨑

崇。借人、別海町別海４０６番地９５、有限会社 河﨑牧場 代表取締役 

河﨑淳。許可を受けようとする土地の表示、別海４０６－３６外１８筆、合

計６５万５，６１６㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活

用するため使用貸借するものである。借人は、農地所有適格法人を設立する

ため申請するものである。貸借期間は、許可日から４０年間。 

第５号、申請人の住所氏名、貸人、別海町別海４０６番地の１１８、河﨑

淳。借人、別海町別海４０６番地９５、有限会社 河﨑牧場 代表取締役 

河﨑淳。許可を受けようとする土地の表示、別海４０６－１２７外１筆、合

計１０万２８４㎡。許可を受けようとする理由、貸人は、農地を有効活用す

るため使用貸借するものである。借人は、農地所有適格法人を設立するため

申請するものである。貸借期間は、許可日から４０年間。 

ここで８月３１日開催の第１５回総会にて質問がありました、使用貸借の

契約期間を永久とすることに対する可否について、北海道農業会議の見解を

確認しましたので報告します。貸借契約はいつか終了するものであるため期

間を永久とすることはあまり好ましくなく、民法で使用されている「期間を

定めない」といった文言を使用した方が無難であるという回答がありました。

また、関係法令の規制により契約期間を明らかにしなくてはならない場合は、

更新期限到来による再申請をする手間や費用を発生させないよう期間を４０
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年や５０年といった実質的に永年に近い年数を提案していく予定です。 

以上で、議案第３号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

議案第３号の事務局説明が終わりました。ここで調査に当たられた委員の

説明を求めます。１号につきましては６番藤田委員。２号につきましては２

６番信夫代理。３号につきましては２１番山田委員。４号と５号につきまし

ては２２番押田委員。それでは、１号につきまして６番藤田委員お願いいた

します。 

〇６番 藤田委員 

はい、説明いたします。須貝勇さんが経営移譲するということで、後継者

である息子の勇一さんが新たに賃貸契約するものです。よろしくお願いしま

す。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、２号を２６番信夫代理願いします。 

〇２６番 信夫代理 

  はい、説明いたします。後継者である蛭田健太郎さんは既に主体的に経営

をされており、地域のリーダーで、かつ、乳牛改良も意欲的に行っている人

物であります。今回父親の久仁夫さんからの使用貸借を新規で行います。よ

ろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、３号を２１番山田委員お願いします。 

〇２１番 山田委員 

  はい、説明いたします。玉置健三さんは元ＪＡ職員で、１０年程前に新規

就農した人です。所有農地は６．９ヘクタールと少ないですが４２ヘクター

ルを北海道農業公社から一時貸付を受けています。Ｄ型ハウス２棟で６０頭

を飼養し、アブレストパーラーで搾乳しています。餌はＴＭＲセンターを利

用しており、育成牛は持たず、搾乳のみの経営です。ＪＡの販売課にいたこ

とで培われた牛を見る目で、玉置さん本人が市場から搾乳牛を調達していま

す。経営移譲される次男の卓也君もＴＭＲセンターの作業部長としての役を

立派に果たしています。健三さんは６３歳で、今回厚生年金を受給されるタ

イミングで経営移譲するとのことです。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

続きまして、４号と５号を２２番押田委員お願いします。 

〇２２番 押田委員 

  はい、説明いたします。河﨑淳さんですが、今回法人化されるということ

で、父親の崇さん名義の土地と自分名義の土地を法人に使用貸借するもので

す。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

議案第３号につきまして委員の説明が終わりました。ここで議案第３号に

つきまして質疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 
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〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、議案第３号につきまして採決に入りたいと思い

ます。否決の方の挙手を求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第３号につきまして原案のとおり許可

することに決定します。 

（１０時５０分から１１時００分まで休憩） 

 

◎日程第１１ 議案第４号 

〇議長（小野会長） 

日程第１１ 議案第４号「農地法第４条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第４号、農地法第４条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第４条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましては、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではない

と判断しております。 

第１号、許可を受けようとする土地の表示、豊原３２－１７外２筆。面積、

５，８２１㎡。目的、砂採取。計画内容、砂採取量、５，５６９㎥。転用基

準、区分、農用地。許可理由、農地法施行令第４条第１項第１号。土地利用

計画、農用地。転用者氏名、別海町豊原２４番地の８、砂利採取販売業、農

地所有適格法人、有限会社岡崎機械興業 代表取締役 岡崎哲児。 

第２号、許可を受けようとする土地の表示、泉川７７－２。面積、２万２，

７１７．９０㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、育成舎外、２万２，７

１７．９０㎡。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法第４条第６項。

土地利用計画、農用地。転用者氏名、別海町泉川７８番地の１８、農地所有

適格法人、株式会社クオリティ・オブ・ライフ 代表取締役 伊東直樹。 

第３号、許可を受けようとする土地の表示、上春別７１－４外３筆。面積、

１万８，６１４．２５㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、牛舎外、１万

８，６１４．２５㎡。転用基準、土地利用計画は前号と同じです。転用者氏

名、別海町上春別旭町２２番地、農地所有適格法人、株式会社トータルハー

ドマネージメントサービスジェネティックス 代表取締役 山下彰一。 

第４号、許可を受けようとする土地の表示、中春別１７４－３４。面積、

１，８８７．１９㎡。目的、農家住宅建設。計画内容、住宅外、１，８８７．
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１９㎡。転用基準、区分、１種。許可理由、農地法施行規則第３８条及び第

３９条第１号。土地利用計画、農振地。転用者氏名、別海町中春別１７４番

地の３６、農業 高橋真悟。 

第５号、許可を受けようとする土地の表示、中春別１７４－３４。面積、

２，４７７．５２㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、バンガーサイロ、

２，４７７．５２㎡。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法第４条第

６項。土地利用計画、農用地。転用者氏名、別海町中春別１７４番地の３６、

農業 高橋真悟。 

第６号、許可を受けようとする土地の表示、中春別１７３－２外４筆。面

積、４，２３７．７８㎡。目的、農業用施設建設。計画内容、牛舎外、４，

２３７．７８㎡。転用基準、土地利用計画、転用者氏名については前号と同

じです。 

以上で議案第４号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

  議案第４号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たられた委

員の説明を求めます。１号につきましては２４番伊藤委員。２号につきまし

ては４番市川委員。３号につきましては２０番浦山委員。４号から６号につ

きましては１６番内藤委員。 

  それでは１号について、２４番伊藤委員お願いいたします。 

〇２４番 伊藤委員 

  はい、ご説明いたします。１号につきましては報告４号でも工事完了の報

告が上がっていた同じ場所であり、実質再申請で行うという申請なので、内

容等問題ないと見てまいりました。よろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

  続きまして、４番市川委員お願いします。 

〇４番 市川委員 

  はい、伊東さんの関係ですけれども施設全般を見た範囲内では施設を建て

る用地がなく、事務所から道路を挟んで右側のところに農地があるのですけ

れどもそこを利用するとの話です。経営規模拡大のためなら仕方のないこと

なのかなと思って見てまいりました。 

〇議長（小野会長） 

  続きまして、２０番浦山委員お願いします。 

〇２０番 浦山委員 

  はい、説明いたします。トータルハードマネージメントサービスジェネテ

ィックスという会社はトータルハードマネージメントサービスの子会社であ

りますけれども、主に受精卵を採取する会社であります。現在は離農された

方の農地を買った方からその施設を一部お借りして、採卵する牛を預かり、

そこで採卵するという業務です。今回自分の農地にそのための施設を建設し

て、付随のものも建てるという案件でございます。最小限の必要スペースと

いうことで確認してまいりましたので、よろしくお願いします。 
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〇議長（小野会長） 

  続きまして、１６番内藤委員お願いします。 

〇１６番 内藤委員 

  はい、４号については高橋さんが住宅として建築されるものであります。

場所は私道の左側の小高い採草地で、測量の杭が打ってありました。他には

これだけのスペースが見当たらず、必要最小限の面積ということで転用はや

むを得ないと見てまいりました。５号は地目が畑になっておりますが、ロー

ル置き場で見たところ牧草はなく雑種地と確認してきました。６号について

は規模拡大中の高橋さんが牛舎を建てる予定です。申請地は牧草畑の一角に

造りたいとのことです。他に適した場所がないため、転用についてはやむを

得ないと判断してきました。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

議案第４号の委員説明が終わりました。ここで議案第４号につきまして質

疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第４号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第１２ 議案第５号 

〇議長（小野会長） 

日程第１２ 議案第５号「農地法第５条第１項の規定による許可申請につ

いて」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第５号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。次の者

から農地法第５条第１項の規定による許可申請書の提出があったので、許可

の決定を求める。本申請につきましても、立地基準及び一般基準を満たし、

農用地利用集積計画及び農業振興地域整備計画に支障を及ぼすものではない

と判断しております。 

第１号、許可を受けようとする土地の表示、豊原３－４７外１筆。面積、

１万８１６㎡。契約内容、使用貸借。目的、土採取。計画内容、土採取量３

万４２４㎥。転用基準、区分、農用地。許可理由、農地法施行令第１１条第

１項第１号。土地利用計画、農用地。所有者氏名、別海町豊原２番地の４、
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井上哲孝。転用者氏名、別海町中春別３０３番地３３、砂利採取販売業、有

限会社エンター西島運輸 代表取締役 西島綾子。 

以上で議案第５号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

  議案第５号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たられた委

員の説明を求めます。 

２４番伊藤委員、お願いいたします。 

〇２４番 伊藤委員 

  はい、ご説明いたします。継続的に土採取をしているところで、申請通り

適正な申請で面積も最小限にとどめている範囲であるということを理解し、

見てまいりました。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

議案第５号の委員説明が終わりました。ここで議案第５号につきまして質

疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第５号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第１３ 議案第６号 

〇議長（小野会長） 

日程第１３ 議案第６号「別海町農用地利用集積計画の決定について」を

議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（川原主任） 

議案第６号、別海町農用地利用集積計画の決定について。別海町農業経営

基盤強化の促進に関する基本的な構想第５第１項第６号による計画について、

農業経営基盤強化促進法第１８条第１項により決定を求める。 

本件は全部で１３件ございます。内訳は、所有権の移転が６件、利用権の

設定が７件でございます。それでは所有権の移転から朗読させていただきま

す。 

所有権の移転の第１号から第６号までは報告第１号及び第２号と内容が重

複しますので、所有権の移転の内容から朗読いたします。 

第１号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。所有権の移
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転時期、令和３年１１月１日。対価、２，０９６万６,０００円。対価の支払

い方法、指定口座に振込。対価の支払い期限、令和３年１２月１４日。引渡

しの時期、対価の支払日。当事者間の法律関係、売買。 

次号から第３号までの利用目的、対価の支払い期限、次号から第４号まで

の対価の支払い方法、引渡しの時期、当事者間の法律関係、次号から第６号

までの所有権の移転時期は同文ですので朗読を省略します。 

第２号、所有権の移転の内容、対価、１，８０５万８，０００円。 

第３号、所有権の移転の内容、対価、１，２３６万７，０００円。 

第４号、所有権の移転の内容、利用目的、採草放牧地として利用。対価、

１３万円。対価の支払い期限、令和３年１１月３０日。 

第５号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。引渡しの時

期、令和３年１１月１日。当事者間の法律関係、贈与。 

第６号、所有権の移転の内容、利用目的、牧草畑として利用。引渡しの時

期、令和３年１１月１日。当事者間の法律関係、贈与。 

続いて利用権の設定です。 

第１号から第６号までは報告第１号と内容が重複しますので、設定する利

用権から朗読いたします。 

第１号、設定する利用権、利用権の種類、賃借権。内容、牧草畑として利

用。始期、令和３年１１月１日。終期、令和８年８月３１日。借賃、年間１

２万９，８８０円。借賃の支払いの方法、毎年１２月１０日までに指定口座

に振り込むものとする。当事者間の法律関係、賃貸借。 

次号から第６号までの終期、借賃の支払い方法、次号から第７号までの利

用権の種類、始期、当事者間の法律関係は同文ですので朗読を省略します。 

第２号、設定する利用権、内容、牧草畑として利用。借賃、年間４万７，

１４０円。 

第３号、設定する利用権、内容、牧草畑及び採草放牧地として利用。借賃、

年間１７万６，０４０円。 

第４号、設定する利用権、内容、牧草畑として利用。借賃、年間４万５，

３６０円。 

第５号、設定する利用権、内容、牧草畑として利用。借賃、年間５万７，

５８０円。 

第６号、設定する利用権、内容、牧草畑として利用。借賃、年間１４万４，

７６０円。 

第７号、利用権の設定を受ける者、本別６３番地の１、中村勝彦。利用権

を設定する土地、本別５－１２外１２筆、計２１万６，８４４㎡。利用権の

設定をする者、本別１８番地の１０、原田榮作。設定する利用権、内容、牧

草畑及び採草放牧地として利用。終期、令和５年１０月３１日。借賃、年間

４７万６，０００円。借賃の支払い方法、毎年１１月３０日までに指定口座

に振り込むものとする。調整委員、信夫委員、石毛委員。 

以上で議案第６号の内容説明を終わります。 
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〇議長（小野会長） 

はい、議案第６号の事務局説明が終わりました。所有権移転の第１号から

６号につきましては報告第１号、第２号で説明済み、利用権設定の第１号か

ら第６号につきましても報告第１号、第２号で説明済みですので、事務局説

明のみとさせていただきます。それでは調整に当たられた委員の説明を求め

たいと思います。７号につきまして２６番信夫代理、説明をお願いいたしま

す。 

〇２６番 信夫代理 

  それでは説明いたします。原田さん所有の農地ですけれども、議案第１号

で合意解約された土地のうち、議案第２号で中間管理機構による買い入れ要

請された土地以外の部分で残っている部分がありまして、その農地について

再設定されたものです。よろしくお願いします。 

〇議長（小野会長） 

議案第６号の委員説明が終わりました。ここで議案第６号につきまして質

疑を受けたいと思います。何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第６号を原案のとおり許可することに

決定します。 

 

◎日程第１４ 議案第７号 

〇議長（小野会長） 

日程第１４ 議案第７号「現況証明願いについて」を議題に供します。 

事務局より議案の朗読と内容の説明をお願いいたします。 

〇事務局（山下主査） 

議案第７号 現況証明願いについて。次の者から現況証明願いが提出され

たので、北海道農地法関係事務処理要領第９第４項の規定により証明する。 

今月は１件の申請がありました。それでは朗読させていただきます。 

第１号、所在、本別３７－７、面積６万６，５２８㎡。利用状況、原野。

所有者、河西郡芽室町東８条９丁目１番地３２、瀧下昇。 

以上で議案第７号の内容説明を終わります。 

〇議長（小野会長） 

はい、議案第７号の事務局説明が終わりました。ここで現地調査に当たら

れた委員の説明を求めたいと思います。１５番加藤和広委員、お願いいたし
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ます。 

〇１５番 加藤和広委員 

はい、説明いたします。この土地も１０月１９日に藤田委員、伊藤委員、

事務局とで現地を見てまいりました。この土地は２０年以上も利用されてお

らず、５ｍ近い雑木も生えていて原野化しているという風に見てまいりまし

たのでよろしくお願いいたします。 

〇議長（小野会長） 

議案第７号の委員説明が終わりました。ここで議案第７号につきまして質

疑を受けたいと思います何か御質問ございませんか。 

〇委員 

（「なし」の声あり） 

〇議長（小野会長） 

なしということですので、採決に入りたいと思います。否決の方の挙手を 

求めます。 

〇委員 

（挙手なし） 

 

〇議長（小野会長） 

挙手なしということですので、議案第７号を原案のとおり許可することに 

決定します。 

 

 

◎閉会宣言 

〇議長（小野会長） 

以上で本総会に提出された議案の審議は全て終了しました。 

これをもちまして、第１７回総会を閉会します 


